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無排水区に対する比で示したものである。回申の曲線

は無排水区に対する排水区の収量等値線であり，各排

水区の座標位置がこの等値線より右上方に遠ざかる忙

従い無排水区より増収となることを示し，同園から排

水の対収量効果の内訳を2構成要素別に考察し得る。

この図は無排水区のN吸収量水準がn8～1．44鞄／a

の例であるが，同様な作図を無排水区のN吸収量各水

準をコミにして行なってみると（図省略），Ⅰ象限に

位置する事例数の頻度値は18．8多，Ⅱ18・8，Ⅲ18旦

Ⅲ278，Ⅳ20・5，Vd・5，Ⅶ8・0肇で，排水による増

収事例数頻度（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）は85．4帝を示し，その内

訳をみると排水によってN吸収量減となるが，IJの玄

米生産能率の向上がこれを上回るため増収となる型血）

が最も多い。

同様な作図を無排水区のN吸収丑水準別に行なうと，

nBK，／a未満の場合（国省略）各Ⅰ～Ⅵ象限に分布

する事例数頻度値はI O‰　Ⅱ0，Ⅲ18・2，Ⅳ545，

V18．2，Ⅵ鼠1感と増収事例数頻度はわずかに18・2

多で，Ⅳすなわち排水によりNの玄米生産能率は向上

するが，Ⅳ吸収量減が著しいため減収となる型に最大

の頻度が認められる。ここで排水によりⅣ吸収量増と

なる事例数がわずかなこと（鼠1喀），また，p吸収

量，廿の玄米生産能率ともに低下する事例が1a2多

の頻度値でみられたことが注目された。

これに反し無排水区のN吸収量水準が1．45　Kグ／a

以上の場合の各象限における頻度値は（図省略）IO

感，Ⅱ20，ⅢH．5，Ⅳ1nO，VO，Ⅵ6・7感であ

り，排水による増収率例数は85・5かこ達し，その大部

分は排水によりN吸収量減となるが封の玄米生産能率

の向上により増収となるⅢの型であることが明らかに

された。なお，排水によりN吸収量増となる事例教頻

度はわずかに26．7帝と少ない。
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さきに筆者の1人は排水効果は無排水区の生育丑水

準により異なり，排水を高収に結び付けるため－こほ土

壌の肥沃化により高水準の生育丑を確保すべきことを

指摘した2）が．以上の結果はこのことが多数多様の排

水事例を通じた場合も傾向的に成り立つことを示して

いる。

次に無排水区のN吸収量水準がn8～t44Ⅹク／且

の場合（第2国）についてみると，排水による増収事

例数頻度はd5．1感で，その成立型は各ⅠⅡⅢ象限とも

ほぼ同数の頻度値を示しており，排水によるIJ吸収量

増の事例数頻度も大きく（52．5多），前記Ⅳ吸収量2

水準の場合に比べて収丑および収量構成要素に及ぼす

排水の影響がさらに多様化していることが特徴である。

これら排水の影響を地域別にみると，盛臥　大曲では

排水によってN吸収量減，打の玄米生産能率の向上が

みられるのに対し，庄内ではN吸収量増，Ⅳの玄米生

産能率が低下する悼向にあり地域差がみられる。中干

後の再滞水により土壌窒素が有効化Ly吸収増となる

例は他にもみられるl）が，庄内の例については無排水

区のN吸収が板の活力低下のため十分行ない得ないと

も考えられよう。しかし，以上は排水内容のほか多様

な供試条件をコミにして扱われているため，排水効果

に関する地域的特徴については今後の詳細な検討にま

たねはならない。

引　用　文　献
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と水に関する研究協議会経過概要並びに試験研究成績

報告。

2）村上利男．1987．水稲多収栽培の水管理．

農業技術　22：201－20°。

本暗きょと弾丸暗きょの組合せによる土壌透水性の改良

第1報　暗きょ排水施工法

岩淵龍夫・千葉文一・塩島光洲

高橋精一・高橋周寿・武田昭七

（宮城県鳥試）

1　ま　え　が　き

東北地方の主要水田地帯には，地下水位の高い排水

不良田が多く，このため水は】転換が提唱されても畑地

化の不可能なところが多い，このことは一方では，高

度完全機械化導入を妨げ労働生産性の向上を困難にし

ているのみならず，米の土地生産性や品質の向上も阻

害している。
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今後，水田の高度利用を進めるためには，これら排

水不良田の透水性改良を図り，かん排水制御の容易な

水田に基盤改善を行なう必要がある。

排水不良田の透水性改良として暗きよ排水が進めら

れ．それが近年トレンチャーおよび施工簡便な陪きょ

資材の出現で暗きよ工事はきわめて容易になった。し

かし，従来からの施工基準に従った陪きェ施工のみで

は地下排水を十分に可能にすることが困難な水田もか

なり散布している。とくに現在その改良が最も立ち遅

れていると目される重粘土水田においての改善方策の

確立が急がれる。そこでこの種土壌での透水性改良と

水制御を目ざし，これが農家個々の営農技術としての

方法を確立するために，本陪きよに弾丸暗きょを組み

合わせた場合の排水効果とそれに伴う水収も　土壌理

化学の変化について昭和45年から試験を実施してい

る。

ここでは，その施工方法および施工機械の能率につ

いて報告する。

2　試　験　方　法

1　試験場所とは場の土壌条件

川　試験場所　宮城農試古川分場水田

（2）土壌条件

土壌断面および土壌理化学性は第1回に示すとおり
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第1図　土壌断面（古川）

で，作土表層より粘土含量の多い土壌椅戊で，加える

に作土より重粕を帯び湛水に伴う還元状態の発達が頭

書で，土居50の汀以下に過少養分，やや中．札　粘質

を有する灰自層が厚さ5～10（職内外に介在し緻密に

固結しており，透水係数は10‾5～10‾lォーダー

である。
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（3）試験区の構成と配置

試験区は（D無弾丸区（本暗きェのみ）（多弾丸t5m

区（本暗き上＋弾丸暗き上），（め弾丸5．0m区（本暗

きヱ＋弾丸暗きェ）とし，配置は第2回に示す。
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第2図　試験区の配置
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（4）施工方法

暗きょ施工は第5回のように本暗き上はトレンチャ

ーを使用して掘削幅15（初，深さ‘5～80（切，こう

配1／500にし，¢45mの塩ビ吸水管財埋設，埋め

もどしは地面下50。刀までもみがらを充てんし，その

上に作土を埋めもどした。本暗きよの間隔は18刑とし

た。弾丸暗きよは弾丸¢100mのモールドレーナ一

女使用し，地面下40～45C刀の深さに本暗きェに直

角に施工した。弾丸暗き上の施工間隔は1．5〝才と5．0

〝！の2種とした。なお，弾丸暗き上の施工間隔をt5

研，5．0刑とした理由は弾丸暗きェの集水範囲は，招

和44年度の試験結果から左石5DC都くらいであり，

したがって弾丸暗きよの施工幅を1．0細目こするとその

機能は十分に発揮できるが，1．OI乃幅に施工すると，

トラクターの車輪が弾丸暗きェの真上を通り弾丸陪き

ェを踏み固める恐れがあるためである。

（5）調査方法

トレソチャーの性能は10aほ場（18〃lX52　〝7）

の長辺に沿って50m掘削した場合の5区平均値で，

弾丸暗きよの性能については，10孔は場の長辺に沿

った場合の1．5m，50ナ和の施工時間と，短辺に沿っ

て1．5川，5．0ア日に施工した時間について測定した。

3　試　験　結　果

トレソチャーの性能は第1表のように，50ナ乃の掘

削時間は10万・15秒で，掘削幅は標準の15C府に対

し平均142（切とはば満足する性能であった。弓￥九

陪きょの施工は第2表に入られるように長辺（54〝り

に沿って施工間隔を1．5〝Zにすると10a当り15分

25秒，5．0／けこするとd分45秒となり1・5肌の約

半分の時間で施工できる。また，短辺（18〝l）に沿

って施工した場合は1．5〝王で28分50秒，5・D椚で

15分05秒と長辺に沿って施工した場合の約2倍の

時間がかかっている。したがって土地条件によって違

う場合もあるが，本暗き上は長辺に沿った1枚ごとの

施工よりも，短辺に沿って連続唾畔越えで施工し，そ

れにクロスするように長辺に沿って弾丸暗き1を施工

することにより，施工時間が短縮され弾丸暗きよ施工

の能率向上が期待できる。

第1麦　トレンチャーの性能

進行速皮（皿／S（）C）

平均掘削深　（cm）

平均掘削幅　（m）

507乃凋捌時分（分）

土壌条件

0．05～0．1

71．0

142

′　　　〝

10　15

水分41．1°多
足あと沈下量n8cm
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第2表　弾丸暗き上の作業性能

長短 辺 別 弾 丸 の幅 弾 丸の 深 さ 進 行速度 ス リ ップ率 1 0 a施 工時間 備　　 考

長　　 辺

丁稚 （7乃 m／閃 C 痴 分　 秒
1．5 4 0 ～ 4 5 n 8 5 1 0．7 1 5　 2 5

7花 の m／ 8 ee 尋
／　　　 〝

5．0 4 0 ～ 4 5 n 8 5 鼠2 8　 4 5

長短辺 別 弾 丸 の幅 弾 丸の 深 さ 進 行 速度 ス リップ率 1 0 a施 工時 間 備　　 考

短　　 辺

m （7万 皿／ S eC 喀 分　 秒
1．5 4 0 ～ 4 5 0．7 9 a 8 2 8　 5 0

乃乙 cm m／ Se C 喀
′　　　　〝

5．0 4 0 ～ 4 5 0．7 9 a Z 1 5　 0 5

本試験の場合，弾丸暗きェ機のけん引トラクターーが

445馬力と高馬力のものを使用したが，今後は営農

的立場からも農家が弾丸暗きェを施工する場合には農

家手持ちの20馬力クラスのトラクターによる施工が

考えられるが，これらについては未検討なのでこの種

低馬力による施工法についてはさらに検討する予定で

ある。

なお，施工後の透水性と水収支の間層，土壌理化学

性の経年変化　透水性付与に伴う地耐力と大型機械の

走行性，水稲の生育等については第2報以下で報告す

る。

本暗きょと弾丸暗きょの組合せによる土壌透水性の改良
第2報　施工による水収支

千葉文一・岩淵龍夫・塩島光洲

高橋精一・高橋周寿・武田昭七

（宮城県鳥試）

1　ま　え　が　き

排水不良田の透水性を改良し，水田の高度利用を図

るため暗き上を施工し，さらに弾丸暗き上を組員合わ

せた場合の排水効果とそれに伴う透水性改良後の合理

的水管理法を確立するため，かんがい期間中における

水収支の変化について測定を行なったのでその概要を

報告する。なお，この測定は陪きよ施工初年度（招

45）に行なったものである。

2　試　験　方　法

1　試験場所とは場条件　　試験を行なったのは宮

城農試古川分場の水田で，ほ場条件は第1報で示した

とおりである。

2　試験区の構成　　試験区は（D無弾丸（本暗きよ

のみ）区，（め弾丸1．5m区，（釦弾丸5．07花区とした。

暗きよ施工法，試験区の配置は第1報のとおりである。

5　試験田の耕桂概要と水管理　　田植は5月25

日に50（Ⅶ×15（職の1抹4本櫓として行なった。水

管理は田植から中干し（7月5日～24日）までと巾

干し後落水期（8月25日）までは常時2－5m湛水

とした。なお．中干期前半は15日ころまでは降雨の

ため田面は非湛水とならなかった。

4　測定方法　　用水量の測定は水田減水深を直角

座標自記水位計によって連続測定し，村塾測定器では

時期別の用水量を測定した。また，暗き上の排出水丑

は第1図のように暗き上排水パイプに上下可動の越流

装置を取り付け越流装置の上下によって地下水位を規

制し排水水量を制御できるようにして越流装置からパ

イプで連結した三角セキに自記水位計を付け排出水量

の経時変化を測定した。


